





































































事例 発生二 二二番二 三三型 毒素 由来 備考
1 2007 1～5 0157　H7 Stx2 Patient
























































8 1998 51～53 0157　H7Stx1，　Stx2Patient
9 2007 57 0157　H7Stx1，　Stx2Patient
10 2007 58 0157　H7Stx1，　Stx2Patient
11 2007 59 0157　H7Stx1，　Stx2Carrier
12 2007 60 0157　H7Stx1，　Stx2Carrier
13 2007 61 0157　H7Stx1，　Stx2Patierlt
14 2007 63 0157　H7Stx1，　Stx2Patient
15 2007 64 O157　H7Stx1，　Stx2Patiellt
16 2007 65 0157　H7Stxl，　Stx2Patient
17 2007 66 0157　H7Stx1，　Stx2Patient















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































事例 番号 ISコード PFGE
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
！6
17
18
1～5
6～10
11～36
38～39
41～42
　45
　46
47～50
51～53
　57
　58
　59
　60
　61
　63
　64
　65
　66
　67
D－C69BD23A
F－F35F783B
F－D3DF727B
F－19CB4282
7－10884000
F－10929904
7－00929904
F－93529904
F－93CB447B
F－FIDEF23B
F－C29B7232
F－D3DF527B
F－D3DF527A
F－729BD23A
F－D3DF527B
F－D3DF727B
．F－D3DF727A
F－D3DF527A
F－D3CF727A
A
AJ
AD
AI
AK
AK
AK
AK
AH
AF
AB
AC
E
AC
AC
AC
AG
E
E
たものもあり，散発事例については，さらに事例を集め検
討する必要があると思われた．
　IS－printing　systemのデータは，1stセット18本，2nd
セット18本の計36本目バンドをその有無により1と0に
置き換えて比較する．この場合，少ない菌株数であれば，
相違の確認も容易にできるが，菌株数が増えてくると相違
の確認に手間取ってしまうばかりか，見落としなどの危険
性も出てくる．今回，独自にIS－printing　systemのデー
タをコード化し比較検討を行ったが，・コード化することで
データを簡素化でき，また，比較検討が容易となった．今
回のデータのコード化で用いた16進数は，0～9とA～F
を使って表記するコンピュータなどのデジタルデータを効
率よく数値化するときに用いられるものである．IS－
printing　systemでは，1stセット，2ndセットのISエリア
がそれぞれ16本のバンドで構成され，さらに病原性関連
遺伝子が4本のバンドで構成されているため，これらを4
本ずつまとめ，16進数へ変換することで効率よくコード
化することができた．また，病原性関連遺伝子の欠落や，
1stセット，2ndセットのどのバンドが有り，どのバンドが
無いかなどをコードから判断できることから，単に数値化
したものよりも有益であった．しかし，16進数について
は，一般にあまりなじみが無いことから，10進数を用い
たコード化についても検討する必要があると思われた．
　稿を終えるに当たり，本研究は平成18～20年度厚生労
働科学研究補助金（新興・再興感染症研究事業）「広域に
おける食品由来感染症を迅速に探知するために必要な情報
に関する研究」の一環として実施したものであることを付
記する．
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